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次世代の歯科医師へ

一人生と共にある歯科医療一

東京歯科大学同窓会会員限定

大学社会歯科学講座

u一郎教授

・社会歯科学会 常任理事

・一般社団法人日本歯科医学教育学会 常務理事

・一般社団法人日本歯科医療管理学会 常務理事

・東京都歯科保健対策推進協議会 委員

・船橋市歯・ロ腔の健康推進協議会 座長

・多摩市みんなの笑顔が広がる

歯と口の健康を推進する条例推進会議 会長

・港区歯科保健事業推進協議会 委員

・市原市歯と口腔の健康づくり推進会議 委員

・東京都歯科医師会地域保健医療常任委員会 委員

•愛知県歯科医師会総合研究機構 外部委員

1995年大阪大学歯学部卒業 歯科医師免許取得

1999年大阪大学大学院歯学研究科修了

博士（歯学）取得

大阪大学歯学部附属病医院

顎口腔機能治療部 医員

2002年厚生労働省医政局歯科保健課

歯科医師臨床研修専門官

2006年東京歯科大学社会歯科学研究室 講師

2010年東京歯科大学社会歯科学研究室 准教授

東京歯科大学 教務副部長（現職）

2013年東京歯科大学社会歯科学研究室 教授

2015年東京歯科大学社会歯科学講座（講座名変更）

教授（現職）

2024年東京歯科大学水道橋病院

副病院長（臨床研修担当） （現職）

状況によりフォーラムの内容を一部変更することがございます。予めご了承ください。

また、本フォーラムは東京偵科大学同窓会会員限定となっております。

お問い合わせ先

東京歯科大学同窓会

事務局： 03-6261-6631

お申込みは
こちらから
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渉外委員会フォーラム

、ぎ門岱竺巴□9iiiヘ」
本フォーラムは東京歯科大学同窓会会員のみ参加可能です

わが国の社会は大きな転換期に突入している。高齢化・少子化といった人口動態の変

化、地方都市の急激な人口減少とそれに伴う人口密度の低下、障害を有する人々の増加と

いう社会的課題は、歯科医療にも深刻な影響を及ぼしている。さらに、 ICTの進展と医療

DXは急速に浸透しつつある。一方で、歯科医師国家試験の合格者数制限は、歯科医師人口

構成に著しい不均衡を生み出している。これらの要因が重なった結果、いま歯科医療を提

供し、あるいは歯科医学教育を担っている歯科医師たちが受けてきた教育と、実際に直面

する社会情勢との間には大きな乖離が生じている。

口腔保健の現状もかつてとは異なる様相を呈している。小児のう蝕発症率は大幅に減

少、高齢者の歯の喪失は減少したものの歯周病は増加、また寿命の延伸に伴う口腔機能低

下や小児期の口腔機能発達不全といった新たな課題が浮上している。これらはすべて「従

来型の歯科医療提供体制」では対応しきれないことを示唆するものであり、過去に先人が

開業したモデルが通用しなくなった理由の一端である。

このような背景下で、人口が集中する都会型の自費中心の経営モデル、ハイリスク・ハ

イリターン戦略を否定する必要はない。むしろ、経営的観点からは有効な手法かもしれな

い。しかしながら、歯科医師という国家資格が担う「国民の健康と公衆衛生の守護者」と

いう本質的使命は忘れてはならない。すべての国民が等しく歯科保健・医療を享受できる

社会を目指さなければならない。日本歯科医学会はこの点を踏まえ、「地域支援型多機能歯

科医療機関」の構想を提唱している。すべての歯科医師がかかりつけ歯科医となるのでは

なく、広域化・高齢化・障害者対応といった複合的なニーズに応えるためには、後方支援

体制が確立されるべきと考える。当然、 ICTという道具を使いこなすことは必須となる。

このような多機能かつ地域密着型の歯科医療提供体制を構築することは、時代に即した

経営形態である。次世代の歯科医師には、従来の枠組みを超えた柔軟性と協働姿勢が求め

られる。そのような取組を推進するためには、歯科医師会や同窓会といった同業者集団が

舵を取り、多くの歯科医師が協力する必要がある。本講演が次世代の歯科医師による未来

志向の歯科医療制度改革への一助となることを期待している。

お問い合わせ先

東京歯科大学同窓会

事務局： 03-6261-6631

お申込みは
こちらから


